
「都市と農山漁村との体験交流の県民意識調査結果」 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査目的 

近年，余暇時間の増加やライフスタイルの多様化，アウトドアへの関心の高まりなどによ

り，人々の意識は，物質的な豊かさよりも心の豊かさを求める傾向が強まり，都市住民が農

山漁村に出かけ，農業，漁業などの自然体験を求める人々が増加している。 
また，農村部でも体験交流を農地や森といったかけがえのない農村景観を保全することに

も活用できる可能性がある。 
今回，農山漁村における農業体験や農業農村に関する意識調査を行い，県民の交流認識や

体験のあり方などを把握して，今後の推進に資することをねらいとし，実施した。 

２ 調査対象  県内に居住する満２０歳以上の男女個人 

３ 標 本 数  １，００６人（８３市町村，市：１４名，町：１２名，村：１０名） 

 ４ 調査方法  市町村が無作為により抽出（郵送にて回答） 

 ５ 調査時期  平成１５年１０月１日～１０月３０日 

 ６ 回 収 率  ７５．２％，回収数７５７人 

（居住地域別内訳は，都市部居住者：３７７，農村部居住者：３８０） 

 

Ⅱ 主な調査結果 

１ 都市部居住者の農山漁村地域での体験意向 
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《複数回答》

  

現在の住まいが都市部（商業地域，近郊住宅街など）と答えた都市部居住者３７７人に，

農山漁村地域との体験意向を聞くと，全体で３６９人（約９８％）が農山漁村での体験の意

向を希望している。 

その内訳は，「きれいな空気や水にふれて，健康的な時間を過ごしたい」（６５．３％）が

もっとも高く，次いで「ゆったりとした時間を過ごしたい」（５８．９％）や「安全でおいし

い食べ物や郷土料理を楽しみたい」（５３．３％）が上位にあげられている。 

 



 

２ 都市部居住者の農山漁村での交流頻度と期間の意向 
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 あわせて，都市部居住者に希望する農山漁村との交流頻度と期間を聞くと，３７７人中 

都市部居住者 

３６６人（約９７％）が交流に前向きな回答を行い，そのうち，「月に１回程度の交流」が 

３９．３％を占め，次いで「年に１回程度の交流」（３０．５％），「都市と農山漁村の両方に

住むところを持って生活する」（１１．７％）の順となっている。 

 

３ 都市部居住者の各種農業体験への現状と意向 
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 都市部住民の農業への体験意向を見ると，「している，または，したことがある」のは〔家

庭菜園やガーデニング〕（５３．１％）と〔観光ツアー，体験ツアーでの体験〕（３７．４％）

が高くなっている。 

都市部居住者 

 「今後してみたい」ものとしては，約４割の方々が〔観光ツアー，体験ツアーでの体験〕

（４０．８％），次いで，〔日帰り圏の市民農園での農業〕（３７．４％），〔滞在市民農園での



農作業〕（３５．５％），〔家庭菜園やガーデニング〕（３１．３％）となっている。 

４ 都市部居住者が望む農作業や農業を行うための必要な支援策 
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農村移住のための住宅や農地のあっせん

農業体験の指導者などの派遣

問い合わせ窓口の充実
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交流の機会や場の提供

農業体験に関する情報提供

農業体験ができる施設や市民農園の整備

《複数回答》

 都市部居住者に農業体験を行うために必要な支援策を体験者あるいは意向者に聞くと， 

都市部居住者 

３７７人中１５８人（４１．９％）が「農業体験ができる施設や市民農園の整備」を１位に

あげ，以下，「農業体験に関する情報提供」（３７．７％），交流の機会や場の提供（３２．９％）

になっている。 

 

５ 農村部居住者の交流についての意識 
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地域の自然や風習などが損なわれる

交通事故，不法投棄が増えて困る

地域の所得の向上につながる

新しい知識が増える

地域に活気を与える

農業や農山漁村の理解が広がる

 現在の住まいが，農村部と答えた居住者に都市部住民との交流についての考えを聞くと，３

８０人中２７５人（７２．４％）が「農業や農山漁村の理解が広がる」と回答し，次いで「地

域に活気を与える」（６２．４％）が続いている。 

農村部居住者 

《複数回答》 

 一方，「交通事故，不法投棄が増えて困る」などの交流に否定的な回答も６６人（１７．４％）

あった。 



 

６ 農村部居住者の現在の交流状況 
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友人，知人が関わってい
るのを聞いた
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自らもかかわって，農作
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 農村部居住者に現在の都市部との交流状況を聞くと，「全く関わりがない」（５５．８％）

や「友人などが関わっているのを聞いた」（３１．３％）が合計で８７．１％を占め，「実際

に関わって農作業体験を実施している」は，３８０人中５０人（１３．２％）に留まってい

る。 

農村部居住者 

 

７ 農村部居住者の交流の課題認識 
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交流を目的とした体験イベントなどを実施する

農業体験ができる施設や農園の整備

 農村部居住者に都市住民との交流を行うために必要な取り組みを聞くと３８０人中１３２

人（３４．７％）が「農業体験ができる施設や農園の整備」を１位にあげ，以下，「交流を目

的とした体験イベントを実施する」（２８．７％），「農業体験に関する情報提供や問い合わせ

窓口の充実」（２２．１％）となっている。 

農村部居住者 

 

８ 県民意識調査における各種意見 

 その他，自由に意見を記載する欄においては，子どもたちへの農業体験機会の必要性，耕

作放棄地の解消施策の必要性，食の安全と関連する施策の必要性を論じる意見が多かった。 

 

 



 

 

９ アンケート回答者の状況（計７５７名，都市部：３７７名，農村部：３８０名） 

 

◆１ 性別                 ◆２ 年齢 
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◆３ 居住地域（□□市町村の○○部）     ◆４ 家族構成 
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◆５ 職業                 ◆６ 居住年数 
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